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第 225号 内容紹介 

 

１，傅大為「なぜ我々は第一列島線での戦争に反対するのか」 

台湾の反戦学者グループがこのほど出版した論文集 『誰の列島線か？なぜ 
反戦か？』（2026 年）の編者による序文の全訳。同書には 9人の学者、ジ
ャーナリストの論考がおさめられている。現在翻訳中。 
 

２、Ｓ・エルナー「ロドリゲスの対米迎合は度が過ぎている」 
    

有数のベネズエラ分析者による初めての批判論考。銃口をつきつけられた
指導部に「選択肢は限られている」と理解を示した論文もあわせて紹介。 
 

３、 J・ヒッケル「南北の不平等な交換が世界を形作る」 

植民地が形式的になくなっても北が南を経済的に支配する構造がかわっ
ていない。新しい資料によって、「南から北への隠れた価値移転」の構
造を分析。 
 

４，鈴木頌「イランが中心の世界がくるかもしれない」 
  
西欧が６００ぶりに西欧以外の国に敗れる。最大のエネルギー資源の支配
が西欧から失われる。イラン戦争を年表でふりかえる。米イラン覚書調印
前のするどい観察。 
 

その他の記事は「AALA ニューズ編集日記」で参照できます（aala_news の編
集日記 (livedooｎar.jp)）  なお紹介している論考は学習資料であり、内容の全
部も一部も日本AALAの見解や立場を反映したものではありません。 

 
 


